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Abstract: To design and create the architecture that useful for society, identifying the requirements in the architecture 

and identifying the requirements is a basis to design creation of architecture. We built a model of how to identify the 
kansei requirements that can be utilized at the process of design creation in architecture. Considering previous studies 
on existing environmental psychology survey methods, we proposed a new method combinatorically developed taking 
into consideration the features and problems of each method. Focusing on the latency of the kansei requirements, it was 
required to clarify the kansei requirements in detail according to the actual situation, and examined the subjective 
thinking method to encourage the utterance by subjecting it subjectively. We proposed an observation model for the 
kansei requirements and examined the method. 

 

１．研究の背景	

社会に役立つ建築をデザインするためには,そ

の建築における要求を特定し,その要求を満たす

ことは,建築のみならず,人工物のデザインの基

盤であり,デザインにおいて要求の特定は,人工

物の価値を創造するためのひとつの起点である

[1]．建築のデザインにおいて,人間に認知される

空間や環境をデザインの対象としている[2]．ま

た,人間はデザインされた人工物を,心を通して

認知しており,この心を通したデザインのあり方

が議論されている[3]．人間の感性を通して未来

に意味のあるデザインを行うために、何がデザイ

ンし創造されたかではなく、何をデザインし創造

していくのかという問題を把握することに着目

している[4]．	

人間一人ひとりがどの様な感性で空間や環境

を捉えているのかを観察し,デザインプロセスに

取り込んでいくために人間の感性要求を特定す

ることは大変重要である[5]．	

	 人間の認知構造を体系的に捉える方法として

環境心理調査手法が用いられている[6].デザイ

ンのメタレベルでの定義に従えば，その本質にお

いては理論的な問題解決作業であることが指摘

[7]されており，環境心理学調査手法を応用の可

能性が存在する.	

	

２．研究の目的と方法	

本研究の目的は,建築デザインの感性要求をデ

ザインの初期段階で特定する方法を示すための

考察を行い観察モデルの提案をすることにある.

感性要求を特定する方法が示されることで,建築

デザインのデザインプロセスを科学的な問題解

決作業とすることが可能となり,デザインプロセ

スを効率化することが可能となる．	



３．既存の環境心理調査手法等の	
検討	

３.１.環境心理学調査手法の概要	
(１)評価グリッド法は,個人の認知構造を探る

方法として知られている．讃井純一郎らが｢レパ

ートトリーグリッド方の発展手法｣として開発し

た手法(1986)で,後に｢評価グリッド法｣と改称さ

れた[8]．		

(２)	ＰＡＣ分析は,個人の認知構造を探る方

法として知られている｢ＰＡＣ分析｣は，内藤哲雄

が開発した手法(1988)である．	

(３)写真投影法は,画像イメージという視覚デ

ータを介して,人間の内省を観察する方法として,

写真投影法が知られている．｢写真投影法｣は野田

正彰が開発した手法(1999)である[10]．	

	 (４)キャプション評価法は、｢写真投影法｣を応

用し,｢評価グリッド法｣を組み合わせた｢キャプ

ション評価法｣は,	古賀誉章,他が開発した手法

(1999)である[11]．	 	 	 	

	

３.２.	検討の要件による検討	

既存の環境心理学調査研究手法等の比較研究

[10]や先行研究[11][12][13]を参考に以下のよ

うに検討した．	

｢評価グリッド法｣で用いられるラダーリング

の操作は,評価項目の下位評価項目で機能を導出

できる可能性がある．	

｢評価グリッド法｣のクラスター分析で示され

るネットワーク図は,個別の認知構造を統計的に

扱うことできる．また,ＰＡＣ分析で示されるデ

ンドログラムは,クラスターとして理解が可能で､

科学的に扱うことができる．	

被験者の潜在化しやすい感性要求を特定する

ことを目的として,写真印象法を参考とし自由意

思で画像イメージを選択し発話の刺激となる可

能性がある．また,評価項目の抽出では自由連想

とし,｢ＰＡＣ分析｣の非構造化面接法を参照し,

非侵襲に人間の主観を抽出することが可能にな

り,実情に即した形で詳細に明らかにできる可能

性を含んでいる．	

	

４．感性要求特定方法の提案	

環境心理学調査手法を応用し,以下の様に感性

要求の特定方法の提案する.	

(１)被験者の内省観察を促すため，自由選択に

よる画像イメージの選定を行う．写真投影法を参

考にし,建築デザインの専門家によって用意され

た画像イメージの中から，好みの画像イメージを

直感に基づく自由選択で好きなだけ枚選び出す．		

(２)自由連想語(文)の抽出	

テーマ(連想刺激文)と合わせ選択した画像イ

メージを見ながら｢ＰＡＣ分析｣の手順に従って

非構造化インタビューにより自由連想により自

由連想語(文)を抽出する.	

評価語を複数紙媒体で教示し，さらに深掘りし

て，自由連想語(文)の抽出を行う.	

被験者が新しい自由連想語(文)を容易に見い

だせなくなった時点で終了する．	

(３)自由連想語(文)全項目の一対比較をラン

ダムに行い類似度比較を被験者に行ってもらう.

被験者の直感により判断していく.	

(４)ラダーリングを,(２)で抽出された自由連

想語(文)に対し,評価グリッド法の手順で実施す

る.		

	

４.２.	分析と理解	

(２)で得られるデータにより,クラスター分析

を行いデンドログラムに表し認知構造を示し,感

性要求をクラスターとして理解する．	

(３)で得られるデータによりネットワーク図

に表し認知構造を示し,自由連想により取り出さ

れた自由連想語(文)に結びついている下位の自

由連想語(文)と上位の自由連想語(文)の全体を

理解する．		

デンドログラムで理解出来る自由連想語(文)

のクラスデンドターとして分析した上で,ラダー

リングによって示されるネットワーク図を組合

せ,自由連想語(文)から,被験者の感性要求を科

学的に理解し特定する．	

	

５．まとめ	

環境心理調査手法の応用による感性要求の特

定として,既存の環境心理学調査手法を応用して,

新たに観察モデルの提案を行った．	

本研究では,観察モデルの提案に留まっている

が，今後試行し感性要求が特定可能なことを確認

する必要がある．また試行を踏まえ十分に研究を

深めることが課題と言える.		

デザイン学において,人間の知覚に着目した研

究は,未来のデザイン創造において,さまざまな

視点で問われるものであり本研究は一つの可能

性を示していると言える．	
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